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【結果】質問紙を障害児施設 208 に各 2 部送付し回収 109（回収率 26.2％）、訪問看護ステ
ーション 151 に各 2 部送付し回収 72（回収率 23.8％）、患者会 68 に各 3 部（一か所のみ 6
部）送付し回収 55（回収率 26.6％）であった。  
1. 対象者の背景：看護師は 40 歳代が最も多かった。障害児施設看護師の看護師経験年数
は平均 20.3 年、訪問看護ステーション看護師 72 名の看護師経験年数は平均 24.0 年、訪
問看護師経験年数は平均 9.8 年であった。障がい児家族 55 名は 60 歳代が最も多く患者























第 31 回日本小児看護学会学術集会にて発表をエントリーし採択された。 
